
青水槽事業研要Vol･3(1974)

※

ホ タテ ガ イ天然 採 苗 予報 調 査

菅野 博記 .青山 ･宝蔵 1.高橋 .克成 .横 山 B等 .本 堂 太郎

は じ め に

前年度にひきつずいて,ホクテガイ増養殖の出発点である種苗を効率的に確保することを目的として

ホクテガイの産卵時期 ,産卵規模,浮遊幼生 (以下 ラーバ ー)の動き等を明Lかにして稚貝の付着時期

,場所,付着量を予報するために本調査を行浸った0

本調査を行をうに当って蟹田,奥内,東田沢,滞水川,野辺地,川内の各漁業研究会.青森市海藻類

採苗場,関係漁業協同組合,青森県漁連,青森県ホクテガイ振興会および杉沢,菅原,西山,苫米地,

佐々木主任水産業改良普及員等多くの方 々の協力は絶大であった｡ ここに感謝の意を表する｡

調 査 方 法

調査の方法は第1表に示したとおりであるC,

第 1表 調査の方法

調 査 項 目 場 所 時期および回数 調 査 点 調

査 方 戻1. 水 温 茂 浦 1-6月 表 層 半句別平均水温の推移茂 浦 5-}5月 表 層

4℃以上の碇賢水温浅 虫

1-6月 表 層 平年偏差2. 母月の成熟度 川 内東悶沢 5- 4月 5回5月 4回 地まき4-5年月地まき5年月 生殖巣重

量 水深 15m軟体部重量 ×100 水深20m奥 i,i 5月 4

回 垂下 2-5年貝川 西沖 157n 水深50m5. 産卵誘発によ 川 内 5--4月 5回 ●10- 15Cの

加温海水をかけ流しる反応 て 24時間の反応をみたo4.

ソメイヨシノの開花 青森市 合 浦 公 園 開花日(青森地方気象台 )※ この調査には保護水面管理事業にともを う調査 も含まれている｡ 調査結果の

詳細は青水増情報S 47.A6.1-ノt

6:8に報告ずみである｡※※ 現在むつ地方普及所 青森県水産業改良普及員
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5.ラーバーの出現状況 gJ頁 土 屋 5-6月 11回 点 p (50m)

-ーや全廃 全 湾 4-5月 6回 17点 (センター) 水深 5.10.20.

50.40m層か ら蟹 円 4-5月 5回 2点 (研究会) ポン

プに より201)ツトルをー奥 内 4-5月 6回 5点 (研究

会) 採水 し,この中のホクテガイ東田沢 4-5月 5回 2点 (研究

会) ラーJ,'--を検鏡してm3当 りの情水川野辺地川 内 4-5月 6回4-5月 5回4-5月 6回 4点 (研究会)2

点 (研究会)4点 伊干究会) 個体数に換算 した○･占.付着稚貝の状況 清 和 l他5ク所平 館 他12勿所平 館 他16ク所 5.6-5.195.29-6.126.29- 7.12

中 層中 層上 .中 下層 付着 器 1個当 りの穀反別付着量7.稚貝採取とi-の

使途 平館 22ヶ
所 12月 25ヶ所

1アンケー ト調査調査結果および考察

1 水 温(1) 表面水温茂浦地先の表面水

温は第 1回のとお りであ り,3月中旬に急上昇 し,

4月中旬に再び急上昇がみられた｡最低水温は 2

月下旬の 3.9℃であった｡産卵臨界温度である 7- 9

ccに適 したのは 3月中和か ら4月の中旬にかけてであった

｡(2) 積算水温4℃以上の積算水温を第2図-こ示

したb 3月 17日にはこの積算水温が 22.8℃ ･

日と在 り, 3月26日には 50.6℃･日と在った

｡これまでの結果にく らベ る と昭和 42, 43年型に似てお り

,ホクテガイの産卵は早 くか ら行をわれたものと

思われる02. 母月の成熱盤母月の成熟度に

ついては第 3図に示 した｡成熟度は海域や年令,垂下月,

地ま き月に より異をっていた｡奥内は 3月15日

に雄が 24･1動 雌が 21･8多と最高値を示 し,そ の後は

減少 していた｡東田沢では 3月21日に経が19
.8
啓
,
雌が18.
6帝で最高

とをり
,

その後は減少した｡
川内の場合には3月
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第 2図 4℃以上の積算水温 とホクテガイの産卵期

,付着期23.6%,雌が 25.270と高い値を示 していた｡ 成熟度が ピークに連する時期は場所により差

が見 られた｡ 今後はどこの,どの年令群が産卵の主体をなしているかを究明する必要が

あろう03 産卵誘発による放精,放

卵状況この結果は第 3図のとお りであ り,3月中旬に高 く在り,その後 3月下旬か ら4月上

旬に再び高い反応を示した｡一般に雄が鹿 よりも高い反応を示 した

｡4. ソメイヨシメの開花

青森市合浦公園にお･けるソメイヨ

シノの開花 日
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5. ラーバ ー出現状況

(1) 水平分布

ラーバ ー())調査点を第4図に示 した｡今年度は合計 34点について調査を行在ったo

第 5図 全ラーバー出現状況 (千僧 /m
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第 10図 200〃以上の ラーバー出現状況

(4.5-6) (首個/m3)

第 12図 200IL以上のラーバー出現状況

(4.18-20) (首個/m

J)第 14図 200/J以上の ラーバー

出現状況(4.12- 15)
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第 16図 260〟以上のラーバー出現状況

(4.18-20)(百個/ni')

第5-9図に全 ラーバ ーの分布図を示 し

た｡第10-14図には 200p以上の分布図も 第
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(2)垂直分布

代表的な垂直分布を第19-21図に示 した｡

第19図では蟹田側の水温が高く, ラーバーは

10-20m層に多い｡第20図では野辺地側の水

温が高く,ラーバーは5-157n層に多い｡

第21図では浜子側の水温が高く,中央部か

ら川内側にかけて多かった｡

(3) 幼殻長組成

調査点 3での穀長組成を第22図に示 した｡

出現量が最大とそったのは 4月20日であ り,

200P以上が50帝を越えたのは4月28日で

あった｡5月5日には]60jL前後の追加群 が

諸められ,これLは4月に入ってかをb 遅

くに産卵されたものであろう｡
(m)第21図 川内,浜子問の断面 (4.25-28)

一方定点pにおける出現量,出現率を 第23図に示 した｡点pでは 20OP以上が 5∩ 帝を越えたのが4月

20日で あり
,4
月下旬には2 00〟,26

0
.
F L以上 ともピークに
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(4) 風向とラーバ ーの集積

陸奥湾のように閉鎖型の内湾では,ホクテガイのように初期発生時代には表層で生活 し,その後の成

長段階においても5-15m層に多くみ られるものでは潮流や風向による影響を強く受けるであろ う｡

ここでは 5月の風向別頻度を第25図に示 したが,南西お よび北東の風向が卓 越 してお りこの こととラー

バ ーの出現状況 ,さ F'には付着稚貝の状況とは よく一致 していた｡

ラ
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殻 長第 24図 幼殻長組成 5第 25

図 5月の風向別頻駐(昭和 47年)(青

森県林業試験場の資料によった｡)6. 付着稚貝の状況(1) 付着椎旦量

第1回の付着稚貝の結界を第 2表に示 した｡各地先と

も早目に採苗器を投入 しているが付着時期とし第 2表 第 1回付着稚月調査結果場 所 採苗器の 採苗器の 採苗器の 1袋当りの{ 稚貝のサイズ そ の 他

採取月日 投入月日 種 類 付着量(価) (p)滑 水 川 5月 8日 5月 4日4月21日

4月18日 一中古流し網■+■ 〟〟 20,000.28,000

10,000 500- 580510- 700 400JL前後が多い川 内 5月 6日 4月19日 中古流 し網 55,-DDO 510～ 600
500-550JLが.90帝4月19日 ∫〟 60.000 510- 600 5

00-560′上が 98帝久 栗 坂

5月19日 4月20日 ネ ト ロ ン 12,000 500-1,500蟹 田 5月1

8日 4月20日.ネ ト ロ ン 8,400 1m.7n以上が 5帝ては4月下旬か ら

5月上旬にかけて行をわれ ,採苗器を採取 した 5月6. 8, 18, 19日に付着 した と思わ

れる小型の付着稚貝もみられた0第2回の調査結果は第26図に示した｡第_
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t.

蘇

育第 訪 図 付着稚貝量 (万個/付惹器

)(5.29- 6.12) 第 27図 付着稚貝量 (万個/付着器)(6.29-7.12

)(2) 付着稚貝の穀長組成第 2回の付着稚貝調査結果か ら場所別の穀長組成を示したのが第28図であるo陸奥湾を反時計廻りに

進むにつれて穀長組成のモ ードが小さく浸っていた｡この原因は付着時期の問題

と水温とが大きく関係しているためであろう｡ 第3回の結果については第29図
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. 第 3 表 ホクテガイ稚月の付着状況,

市 町 村 ･組 合 設 置 月 日 諺 ( =JIJ呼 ヽ 幹 延 付 総 臥 ＼付着器当 りの置 置 綱 長 着

数 査月 穀長別付着率(支 所 名 ) (●月 .冒 ) 水 m蘇) 統′､薮J の′~＼総菩 雷 J@ 月日FJ

2>㈱ 2-5鯵) 5～10(A平 館 村 平 館 4.20′～ 25 55

50 5.600 18,000 7.5 2 50 68蟹 円 町 蟹 田 4.16

～5.5J 55 40 5,200 60,000 7.5 10 68 22蓬 円 村 蓬 円 4.15-5.5 55 64 6,400 58,400 6

.29 7 78 15青 森 市 後 潟 4.15.- 50 56102 20,400 155,000青 森 市 ( 奥 内 )( 池 川 )( 沖 館 )( 青 森 )(道 道 )( 原 別 )( 野 内 )(久 栗 坂 ) 4.10- 504.27～5.54.22-5.54.10.- 254.204.25412-5.154.17 502525272750505020060128552046870 10,0005.0001,2009001,SOP,2,2006,8005,500 120,00018,78012,0006,40012

,99012,00047,60070,000 7.77.67.57.6 15959 74664978 15254815平 内 町.野 辺 地 町横 浜 町む つ 市む つ 市川 内 町 ( 土 屋 )( 茂 浦 ) 4.224.20- 25 50-4055-45 1448010716919620015885585150105 14,40016,000 111.60080,0ロ0 7.1

2 5517252525720 59557165754047596569 584212552058501950ll ト( 浦 田 )(東 田 沢 )(小 湊 )( 滑 水 川 )野 辺 地 町横 浜 町田 名 部む つ 市川 内 町 4.244.504.274.25- 264.284,254,274.20- 5.14.194.25 55-4555-4055-40所鞄k探54-4025-5025-50202227-50 21,40016,90029,40050,00025,70016,6001,0008,50026,00010,500278,500

107,000 7.1284,500 7.6156,800 7.6200,0007.5

158,0
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稚月の使途と垂下養殖,組合の実態 (昭和47年12月現在)

.仲着轟●当 りの 付着稚貝の 総 数ノ(万甲) 中の 採 苗 中間育成 種 苗 の使 途 垂 下 養 殖 草
野の(刀 隻芋 三 tyjt'ヲミ( 莱( 嘩( ー移芳 垂蕃芳 Bfc誼 室数 施(訊 .付着稚貝#(掴 老人数) 老人数＼ノ 設統顔) 植

空 下殖讐 -hjt統数) 船数)5,565 9,657 6,489 1,ちGO 58 58 70

0 0 1,500 46年邑1.000 58 700 5815,918 85,508 44,928

1,500 75 75 146 0 1.500 01,200 65 技〕0 -26,155 1

00,455 55,154 2,126 74 74 206 1.526 800 489 68 522 74(56,429)

557,564 271,458 4,〔刃O 48 48 517 1,000 2,000 1,000 1,500 48 517 5ロ46,705(26,212)(5,720)(5,720)572011､59517,216(17,216) 560,45649,2266,8645,66115,15015,67481,94812ロ,512 272,92825,9755,8102,0524,1259,27141,54661.096 5,0002,080800_1,1401,0541,5792,5001,500 674812921214565 674812921214565 720198505518561250550 01,0007007009001.1061,0000 1,50080060400651515001.000 5,5002804040691421,000500 1,0005005060

010069120500 67441294154265 720154505015547120550 9248一10159255472(14,197)14,19724,95754,485ll.52644,548(50,00q)12,24522.157(100000104,24545,72049,472527;40551,0251158,459115,576267,059291,581177,592886,9d]195,471250,44750,000605,652868,680556,6巧.5,820,565 100,95172,552174,579154,915110,450492,280159,6EB166,52124,289282,258506,865158,5755,158,051 4,0505,8906,0995,肪16,0006,59012,6405,8205,00010,95]5,口5095,109 75154107168196240158856025072,017 75154107168196240158856025072,017 550154428280588562652498560250bob7,858l 5,0001,5401.0702,01602,00010,5604,57009,4005,00046,888I 6009242,1402,4605,0005,0001,5801,0008001,20050(_2Q)28,810 4501.4262,8896051,0001,5905002502,200550017,411 5509241,0402,4601,559.1,9600700800408016,709 7015410716419624015845401587恒 54卜 550
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403020100 9 I 2 3 4
5 6 7 8 9 (¶

仰 )頼 長第 3∩図 上中下層

別の穀 長組成 (東田沢 7月6日)した り,急激を水温低下のみられる年は付着量の成績が悪 くそってい

る｡ こCことと産卵規模や付着後の減耗とは区別して考えるべ きで,ラーバ ーの成長条件については今後検討を加えるべ き点

が多々あるものと考えられる｡7･ 稚貝採取量とその使途,垂

下養殖と漁業協同組合の実態 ∫この結果については第3表に示すとおDと在った｡採甫者数は大巾

に増加 したにもかかわ らず付着器の総数が減少 していたo この原因は過去 2カ年が大豊作と浸ったため

予備の幼月をか浸り持っていたことと採苗器設置以前に大

豊作が予報されたためであろうOをお本年の稚月は放流へまわる数量が大巾に減少し,垂下養殖-まわる数量の増加

が目立った｡参 考 文 献1･ 伊藤進 ･菅野席 己･田中俊輔 ･(1971) 陸奥湾におけるホ

ブテガイ生産管理技術について(第 3回シンポジウム資料

) 日本水産資源保護協会主催 )2･ 山本護太郎 (1972) 陸奥湾産ホメテガイ生産の豊凶支配要因 と生産の

安定策に関する二､≡の考察陸奥湾におけるホタテガイ生産管理技術について､PP.79-95.日本水
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FEBR甘A疋 MARCェ APRIL JtrNE

第 31田 ホクテガイの産卵期か ら浮遊期の終 りまでの水温上昇の推移と産卵期,

付着量の関係

太線は激しく産卵が行なわれたことが生殖巣の重量変化と浮遊幼生の幼殻

殻長から推定される｡

東北大学臨海実験所観測資料 より (9:00,13:00,17:00

の観測値の平均,S.35- 45年)

伊藤 ･菅野 (1,971)か ら

山太 (1,972)から

-47-

付禎帯l仰
当り棚 圭

96

10,J25

I0,734

3 L,0 23


